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百
七
十
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当
時
に
混

植
・
密
植
型
植
樹
植
林
（
宮
脇
方
式
）
さ
れ
た

森
の
姿
を
エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
、
地
附
山
、
飯
綱
ス

キ
ー
場
な
ど
で
確
認
し
た
後
、
震
災
復
興
を
祈

念
し
て
飯
綱
高
原
大
座
法
師
池
の
区
有
林
内
で

ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
一
千
本
を
植

樹
し
終
了
し
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
長
野
県
南
箕
輪
村
に
所
在
す
る
上

伊
那
農
業
高
等
学
校
２
年
生
に
よ
る
大
阿
原
湿

原
の
遊
歩
道
整
備
が
八
月
三
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
湿
原
は
南
信
地
方
北
部
の
伊
那
市
と
富

士
見
町
の
境
に
位
置
し
、
サ
ギ
ス
ゲ
や
モ
ウ
セ

ン
ゴ
ケ
な
ど
高
層
湿
原
に
特
徴
的
な
植
物
や
オ

キ
ナ
ス
ギ
コ
ケ
な
ど
の
希
少
な
コ
ケ
が
自
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

作
業
開
始
に
当
た
り
、
竹
内
署
長
か
ら
大
阿

剥へ

ぎ
の
技
術
と
製
品
の
芸
術
性
に
感
動
し
て
い

ま
し
た
。

　

木
曽
で
生
産
さ
れ
て
い
る
木
材
が
、
文
化
財

等
の
維
持
に
重
要
な
役
割
と
技
術
の
継
承
に
役

立
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
る
も
の
で

す
。

��

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
木
曽
の

自
然
の
豊
か
さ
を
子
ど
も
達
に
伝
え
る
と
共

に
、
社
会
科
や
総
合
学
習
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

［
指
導
普
及
課
］
八
月
十
四
日
（
日
）
か
ら

十
五
日
（
月
）
に
か
け
て
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
森
検
証
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
震
災
復
興
祈
念

植
樹
祭
が
長
野
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く

り
協
会
、
中
部
森
林
管
理
局
ほ
か
）
の
主
催
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
長
野
市
若
里

市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
阿
部
長
野
県
知

事
が
長
野
県
の
森
林
の
状
況
や
整
備
状
況
、
森

林
税
な
ど
に
つ
い
て
の
時
事
講
演
の
後
、
長
年

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
宮
脇
昭

氏
が
、「
人
類
の
未
来
と
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
四
十
年
前
か
ら
ふ
る
さ
と
の

森
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
経
験
と
実
績
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
に
お
け
る
緑
の
防
波
堤
構
想

な
ど
に
つ
い
て
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
斗
ケ
沢

毎
日
新
聞
社
水
と
緑
の
地
球
環
境
本
部
長
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
宮
脇
横
浜
国
立

大
学
名
誉
教
授
、
阿
部
長
野
県
知
事
、
塚
田
前

長
野
市
長
、
柳
沢
き
り
え
作
家
、
城
土
局
長
の

五
名
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
森
づ
く

り
に
対
す
る
構
想
や
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
お
盆
の

十
四
日
の
日
曜
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

屋根葺き材のこけら製作

へぎ板職人の技に感動

貴
重
な
自
然
を
守
ろ
う
！

 

～
高
校
生
と
湿
原
の
木
道
整
備
～

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

ブナ、ミズナラを
植樹する参加者

一日目のシンポジウムの様子　パネラーとして城土局長も参加

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

森
検
証
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

震
災
復
興
祈
念
植
樹
祭

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

森
検
証
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

震
災
復
興
祈
念
植
樹
祭
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原
湿
原
の
貴
重
な
自
然
や
本
活
動
の
歴
史
に
つ

い
て
説
明
の
後
、
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
か
ら
高

層
湿
原
の
形
成
過
程
や
特
徴
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。
特
に
高
層
湿
原
の
水
が
酸
性
を
示
す
と

い
う
特
徴
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
ｐ
Ｈ
指
示
薬

を
使
い
湿
原
の
水
と
水
道
水
を
調
べ
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
ｐ
Ｈ
の
違
い
を
実
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

作
業
は
生
徒
三
十
八
名
を
七
班
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
に
当
職
員
が
指
導
に
当
た
る
と
い
う
体

制
で
、
老
朽
化
し
た
木
道
の
板・枕
木
、
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
プ
の
杭
の
付
け
替
え
や
、
露
出
し
た
樹

木
の
根
を
保
護
す
る
目
的
で
歩
道
に
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
の
敷
設
を
行
い
ま
し
た
。

　

時
折
小
雨
が
降
る
悪
条
件
の
中
、
生
徒
達
は

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
板
の
取
り
外
し
・
付
け

替
え
等
に
苦
労
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
指
導
者

の
助
言
を
よ
く
聞
き
、
真
剣
な
表
情
で
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
作
業
中
で
も

観
光
で
来
た
一
般
の
人
達
に
元
気
よ
く
挨
拶
を

し
た
り
、
道
を
開
け
る
様
子
も
見
ら
れ
、
一
般

の
人
の
中
に
は
高
校
生
に
「
綺
麗
に
し
て
く
れ

�

吉
越　

秀
一

▽�

東
信
森
林
管
理
署
総
務
課
総
務
係
長
（
森
林

総
合
研
修
所
経
営
研
修
課
実
施
係
長
）

�

山
田　

雅
子

▽�

岐
阜
森
林
管
理
署
総
務
課
総
務
係
長
（
東
濃

署
総
務
課
総
務
係
長
）�

村
井　

千
秋

▽�

職
務
復
帰
（
育
児
休
業
終
了
）
東
濃
森
林
管

理
署
総
務
課
総
務
係
長
（
東
濃
署
業
務
第
二

課
付
）�

伊
藤　

章
代

高
山
植
物
の
保
護
・
啓
発
活
動
も
実
施

 ［
南
信
森
林
管
理
署
駒
ヶ
根
森
林
事
務
所
］

　

駒
ヶ
根
森
林
事
務
所
は
、
天
竜
川
西
側
の
黒

川
、
赤
穂
、
中
田
切
、
飯
島
、
上
片
桐
、
大
島

山
国
有
林
、
東
側
に
四
徳
国
有
林
を
管
轄
区
域

と
し
、
西
側
に
は
将
棋
頭
（
二
七
三
〇
㍍
）
を

北
端
と
し
駒
ヶ
岳
（
二
九
五
六
㍍
）、
空
木
岳

（
二
八
六
四
㍍
） 

を
経
て
本
高
森
山
（
一
八
九
〇

㍍
）
が
連
な
り
、 

全
国
的
に
は
中
央
ア
ル
プ
ス

駒
ヶ
岳
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
駒
ヶ
岳
、
空
木

岳
は
日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
、
多
く
の
登
山

客
に
愛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
所
は
森
林
官
と
基
幹
作
業
職
員
一
名
で
、

境
界
巡
検
な
ど
の
森
林
保
全
管
理
業
務
を
中
心

に
事
業
を
実
行
し
て
お
り
、
夏
山
の
最
盛
期
に

は
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
高
山
植
物
の
保
護
・
啓
発
活
動
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

  

現
場
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
一
週
間

の
行
動
計
画
を
次
長
に
報
告
し
、
毎
日
の
行
動

計
画
は
総
務
課
長
に
、
そ
の
都
度
き
め
細
か
に

報
告
す
る
と
と
も
に
、
毎
朝
、
森
林
官
と
そ
の

日
の
天
候
や
作
業
内
容
に
応
じ
た
段
取
り
や
安

全
作
業
の
確
認
等
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
基

本
動
作
の
遵
守
、
不
安
全
行
動
の
排
除
等
を
念

頭
に
必
要
な
作
業
を
正
し
い
手
順
で
実
行
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
保
育
間
伐
活
用
型
等
事
業
の
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
が
、
南
信
森
林
管
理
署
と
し

て
地
域
の
皆
様
に
、
目
に
見
え
る
形
で
森
林
整

備
を
は
じ
め
と
し
た
業
務
が
理
解
さ
れ
る
よ

う
、
更
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

て
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
て
い
く
人
も
い

ま
し
た
。

　

二
時
間
半
ほ
ど
で
作
業
は
終
了
し
、
真
新
し

く
修
理
さ
れ
た
木
道
に
達
成
感
を
感
じ
て
い
る

生
徒
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
作
業
終
了
後
、
生

徒
の
代
表
者
か
ら
「
自
然
を
守
る
と
い
う
貴
重

な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
よ
う

な
野
生
動
物
に
よ
る
踏
圧
や
食
害
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、
貴
重
な
湿

性
遷
移
や
現
存
す
る
植
物
を
保
護
す
る
た
め
に

も
、
野
生
動
物
を
対
象
に
し
た
対
策
も
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

八
月
一
日
付

▽�

森
林
整
備
部
治
山
課
保
安
林
係
長
（
東
信
署

総
務
課
総
務
係
長
）

大阿原湿原の自然について
高校生に語る竹内署長

職員の指導の下、木道の整備を実施

高植協との合同パトロール風景

人
の
う

ご
き
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南木曽支署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

76

しろ うま だけ

蘭
桧
笠
・
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工

　

長
野
県
木
曽
谷
の
南
部
に
位
置
す
る
木
曽
郡

南
木
曽
町
と
下
伊
那
郡
阿
智
村
を
結
ぶ
国
道

二
五
六
号
線
沿
い
に
伝
統
技
術
を
受
け
継
ぐ
里

（
蘭
桧
笠
・
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
）
が
あ
り
ま

す
。

　

蘭
桧
笠
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
年
）
飛

騨
の
落
辺
か
ら
来
た
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、

耕
地
の
少
な
い
蘭
で
は
瞬
く
間
に
主
要
産
業
に

な
り
ま
し
た
。

　

桧
笠
は
、
桧
の
節
の
少
な
い
上
質
な
部
分
を

薄
く
削
っ
て
細
長
い
短
冊
状
に
し
た
も
の
で
編

ま
れ
て
お
り
、
す
ぐ
れ
た
伝
統
技
法
に
よ
り
、

美
し
い
編
み
目
と
通
風
性
・
防
水
性
を
兼
ね
備

え
、
木
曽
の
自
然
と
素
朴
な
生
活
風
土
が
巧
み

に
活
か
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
「
長
野
県

伝
統
工
芸
品
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ろ
く
ろ
細
工
は
、
厚
い
板
や
丸
太
を

ろ
く
ろ
で
回
転
さ
せ
な
が
ら
カ
ン
ナ
で
挽
い
て

形
を
削
り
出
す
伝
統
技
術
で
す
。

　

南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
の
起
源
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
年
）

か
ら
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
年
）
の
間
に
お

い
て
、
木
地
師
が
運
上
金
を
納
め
、
盆
、
椀
な

ど
の
木
地
荷
物
を
名
古
屋
、
大
阪
方
面
へ
出
し

て
い
た
こ
と
が
古
文
書
に
記
さ
れ
て
お
り
、
江

戸
時
代
中
期
に
は
白
木
の
挽
き
物
が
こ
の
地
方

伝統技術を継承する桧笠

で
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　

南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
は
、「
伝
統
的
工
芸
品

産
業
振
興
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、
伝
統

的
工
芸
品
の
指
定
要
件
を
満
た
し
、
昭
和

五
十
五
年
に
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
国
道
二
五
六
号
線
沿
い
は
木
工
業
が
盛

ん
な
地
か
ら
「
工
芸
街
道
」
と
も
言
わ
れ
、
南

蘭
国
有
林
は
工
芸
街
道
の
背
景
林
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

木
地
師
の
里
か
ら
分
か
れ
て
、
飯
田
市
に
向

か
う
大
平
街
道
に
は
旧
東
山
道
の
大
平
宿
が
あ

り
、
当
時
は
妻
籠
宿
か
ら
飯
田
方
面
へ
往
来
が

盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
主
要
地
方
道
飯
田
南
木
曽
線
に

な
っ
て
お
り
、
大
平
峠
周
辺
の
国
有
林
は
、
自

然
探
勝
、
憩
い
の
場
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
（
大
平
峠
風
致
探
勝
林
六
〇
㌶
）

に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
人
達
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　
（
所
在
地
）

　

長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
吾
妻

○
車
で
お
越
し
の
場
合

　

�

中
央
自
動
車
道　

中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
木
曽

町
方
面
へ
国
道
一
九
号
線
を
北
へ
三
十
分
～

三
十
五
分

　

�

長
野
自
動
車
道　

塩
尻
Ｉ
Ｃ
か
ら
南
木
曽
町

方
面
へ
国
道
一
九
号
線
を
南
へ
二
時
間

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

　

�

Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
南
木
曽
駅
下
車
バ
ス
ま
た
は

タ
ク
シ
ー
で
十
五
分
～
二
十
分

　

�

国
道
一
九
号
線
か
ら
妻
籠
宿
を
経
由
し
て
五

分
で
「
桧
笠
の
家
」、
十
五
分
程
で
「
木
地

師
の
里
」
に
到
着
で
す
。

南木曽ろくろ細工

「木地師の里」と背景の南蘭国有林

南木曽町と飯田市の境となる大平峠


